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3-3-21 迷路型スプリッタダクトサイレンサの音響性能の数値解析･
○寺尾道仁,関根秀久,△伊藤誠,△加藤正雄 (神奈川大学)
1.はじめに 前報【1】で,並行型アッテネ
一夕 (Fi9.1a参照)の音響特性 (特性反
射 ･透過係数)の物理実験および数値実
験結果を示した｡今回は,並行型に較べ
て広帯域に大きな消音性能があるとされ
る迷路型のアッテネ一夕 (Fig.1C参照)
について,2次モード波Cut-on以下の周
波数範囲で,2次元境界要素法による数
値実験により,その音響特性を調べた｡
2.迷路型サイレンサの構造
Fig.1に観測対象としたアッテネ一夕
の種類と構造を示す｡いずれの種類も吸
音材の幅〝を共通にとり吸音材領域の面
積を同一とした｡数値計算における吸音
材領域は等方性モデルとし,その音響特
性はチューブ法で得られたグラスウール
(32k9/m3)の繊維方向特性を用いた｡
3.モード別平面進行波音圧の検出方法
Fi9.2に示すように,各接続ダクトにつ
(a)ParaHetbafles(PB)
InterfaceI
いて無限長剛壁直管ダクト内音響モー ド
伝搬理論式を適用して,2(〟+1)の観測点
で音圧観測し,これと同数の検査面進行
波音圧振幅a(n)とb(n)(各々外向波と内向
波) を分離検 出す る【21｡ ここで,
n=0,1,2,-,N (Nは伝搬モー ド最大
次数)である｡観測点音圧は吸音材表面
で部分領域分割し境界要素法 (寸法5mm
の一定要素)により求めた｡
4.モード別固有透過係数の観測手法
観測対象要素の接続ダクト数をLとし
て,各ダクト各モード波音圧の関係は
L NL･
ae(n)-∑∑72(n)A.(n･)bet(n･) (1)
2.=In'=0
ただし･ae(n)は第1ダクト(e=t･H･･･L)
第nモー ド(n=0,1,2,-,NL)の外向波音
圧,bet(n･)は削■ダクト(2'-Llt･･･L)第n'
モード(n-=0,1,2,･･･,Net)内向波音圧,ま
た,Te(n)et(n･)はそれぞれのモード間の固
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有透過係数である｡透過係数を求めるに
は,全接続ダクトのモード数の総和をM
として,全接続ダクト側の音場条件を音
源の配置や指向性によりM通りに変化さ
せ,それぞれの音場条件で 3.に基づき各
検査面各モー ド波の音圧振幅を観測する｡
式(1)により各々のae(n)にたいLM個の
方程式を得て,そこに含まれるM個の透
過係数でe(n)e･(n･)を求める｡
5.固有音響透過 ･反射係数の観測結果
Fig.1に示した3種類のアッテネ一夕
の音響特性観測結果を比較して Fi9.3に
示す｡なお,入射波と異なるモード次数
の透過 ･反射波は極めて小さいため省略
した｡いずれも吸音材領域と流路幅の比,
すなわち,吸音材の幅〝が大きいほど,
反射係数 (1次モー ド高周波数域を除
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く)が大きくなり透過係数が小さくなる｡
また,吸音材の幅〝が同一であれば,ア
ッテネ一夕種類による透過係数と反射係
数の差は少ない｡ただし,今回の観測上
限以上の波数領域において,0次モー ド
波筒抜け現象など並行型にたいする迷路
型の透過係数低減要因が考えられ,今後,
数値解析精度を高めた上で検討したい｡
6.終わりに 迷路型スプリッタアッテ
ネ一夕について,境界要素法数値解析に
より固有音響反射･透過特性が得られた｡
2次モード波 Cut-on以下の周波数範囲
では,並行型に較べた迷路型の消音性能
上の優位性はみられなかった｡
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